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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。 

 なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については、当該会計基準等を遡って適用した後の数値で前

連結会計年度末との比較・分析を行っております。 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調で推移いたしました。 

当社グループと関連の深い上水道・下水道業界および住宅機器関連業界におきましては、新設住宅着工戸数が

前年比で減少となりました。 

当第２四半期連結累計期間におきましては、水処理分野および各種プラスチック成形分野の受注が増加しまし

たが、管工機材分野における競合他社との競争が激しくなったことの影響により当社グループの売上高につきま

しては概ね横ばいとなりました。また、利益につきましては管工機材分野における主要原材料の値上げがありま

したが、水処理分野および各種プラスチック成形分野の売上高増加に加え、各種プラスチック成形分野の経費を

削減した効果により増加いたしました。 

 以上により、当第２四半期連結累計期間における売上高は107億94百万円(前年同四半期比0.2％減)、営業利益

２億98百万円（同35.8％増）、経常利益４億19百万円（同19.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益２億

77百万円（同35.4％増）となりました。 

 

各セグメントの経営成績は、次のとおりであります。 

①管工機材分野 

 売上高につきましては、重点的に拡販に取り組んだ「ビニコア」や「雨水貯留浸透槽」また付加価値の高い

「基礎貫通スリーブ」等の製品が好調でしたが、「ビニマスシステム」等の製品において競合他社との競争が激

しくなったこと等の影響により減少いたしました。利益につきましては、主要原材料である塩化ビニル樹脂の値

上げの影響等により減少いたしました。 

 以上により、売上高97億21百万円(前年同四半期比1.8％減)、セグメント利益は３億39百万円（同7.1％減）と

なりました。 

②水処理分野 

 売上高につきましては、低コスト・省エネルギー化を実現する多様な水処理システムの提案活動を積極的に行

った結果、食品関係を中心とした工事の新規受注を獲得できたことに加え、前連結会計年度に受注した物件の工

事が堅調に進行したことにより大幅に増加いたしました。利益につきましては、売上の増加に伴い損失が減少い

たしました。 

 以上により、売上高は２億47百万円（前年同四半期比84.5％増）、セグメント損失は60百万円（前年同四半期

は、95百万円のセグメント損失）となりました。 

③各種プラスチック成形分野 

 売上高につきましては、既存顧客からの新規受注の獲得等により増加いたしました。利益につきましては、売

上高の増加に加え、人員削減による効果があったことから、大幅に増加いたしました。 

 以上により、売上高は９億96百万円（前年同四半期比9.6％増）、セグメント利益は20百万円（前年同四半期

は、48百万円のセグメント損失）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第２四半期連結会計期間末の資産は、前連結会計年度末と比べ24百万円増加し、439億25百万円となりまし

た。これは主として、現金及び預金や投資有価証券が増加したものの、有形固定資産が減少したこと等によるも

のであります。 

 負債は、前連結会計年度末と比べ１億90百万円減少し、71億96百万円となりました。これは主として、繰延税

金負債が増加したものの、その他に含まれている未払消費税等や未払金が減少したこと等によるものでありま

す。

 純資産は、前連結会計年度末と比べ２億14百万円増加し、367億29百万円となりました。これは主として、その

他有価証券評価差額金が増加したこと等によるものであります。
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キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は85億95百万円とな

り、前年同四半期と比べ８億11百万円の増加となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、10億96百万円の収入となりました（前年同四半期は４億３百万円の収

入）。これは主に、その他に含まれる未払消費税等の増加による資金減少が減少したことや、売上債権の減少、

仕入債務の増加により資金が増加したこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、４億39百万円の支出となりました（前年同四半期は５億11百万円の収

入）。これは主に、有価証券の取得による支出の増加や、有価証券の償還による収入が減少したこと等によるも

のであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

 財務活動によるキャッシュ・フローは、２億28百万円の支出となりました（前年同四半期は２億28百万円の支

出）。これは主に、配当金の支払いによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 2018年５月14日に公表いたしました連結業績予想の現時点における修正はございません。
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2．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,167 10,595 

受取手形及び売掛金 5,815 5,752 

電子記録債権 2,810 2,655 

有価証券 1,500 1,500 

商品及び製品 1,912 1,913 

仕掛品 567 662 

原材料及び貯蔵品 417 466 

その他 548 638 

貸倒引当金 △0 △0 

流動資産合計 23,739 24,182 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 13,031 13,037 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △6,212 △6,431 

建物及び構築物（純額） 6,818 6,606 

機械装置及び運搬具 12,325 12,319 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,430 △10,616 

機械装置及び運搬具（純額） 1,894 1,702 

工具、器具及び備品 18,066 18,079 

減価償却累計額及び減損損失累計額 △17,778 △17,852 

工具、器具及び備品（純額） 287 227 

土地 4,543 4,544 

建設仮勘定 78 46 

有形固定資産合計 13,622 13,127 

無形固定資産    

ソフトウエア 268 226 

その他 2 2 

無形固定資産合計 271 229 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,639 5,850 

繰延税金資産 13 17 

その他 765 667 

貸倒引当金 △149 △149 

投資その他の資産合計 6,268 6,386 

固定資産合計 20,162 19,742 

資産合計 43,901 43,925 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(2018年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2018年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,375 3,402 

電子記録債務 156 145 

短期借入金 500 500 

未払法人税等 144 199 

賞与引当金 389 396 

役員賞与引当金 － 8 

その他 2,000 1,685 

流動負債合計 6,566 6,337 

固定負債    

繰延税金負債 79 139 

役員株式給付引当金 － 3 

退職給付に係る負債 448 433 

資産除去債務 213 214 

その他 79 67 

固定負債合計 820 858 

負債合計 7,387 7,196 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,387 3,387 

資本剰余金 6,363 6,363 

利益剰余金 26,459 26,511 

自己株式 △895 △895 

株主資本合計 35,314 35,366 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,425 1,569 

退職給付に係る調整累計額 △225 △206 

その他の包括利益累計額合計 1,199 1,363 

純資産合計 36,514 36,729 

負債純資産合計 43,901 43,925 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

売上高 10,814 10,794 

売上原価 7,612 7,480 

売上総利益 3,202 3,314 

販売費及び一般管理費 2,982 3,015 

営業利益 220 298 

営業外収益    

受取利息 4 3 

受取配当金 43 48 

受取賃貸料 44 44 

投資事業組合運用益 12 － 

貸倒引当金戻入額 0 0 

その他 34 33 

営業外収益合計 140 130 

営業外費用    

支払利息 1 1 

賃貸費用 4 4 

支払手数料 3 3 

その他 0 0 

営業外費用合計 9 9 

経常利益 350 419 

特別利益    

固定資産売却益 2 0 

特別利益合計 2 0 

特別損失    

固定資産売却損 － 0 

固定資産除却損 2 0 

減損損失 0 － 

ゴルフ会員権評価損 0 － 

特別損失合計 2 1 

税金等調整前四半期純利益 350 418 

法人税、住民税及び事業税 177 156 

法人税等調整額 △31 △15 

法人税等合計 145 141 

四半期純利益 205 277 

親会社株主に帰属する四半期純利益 205 277 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

四半期純利益 205 277 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 408 144 

退職給付に係る調整額 15 19 

その他の包括利益合計 424 163 

四半期包括利益 629 440 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 629 440 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2017年４月１日 
 至 2017年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2018年４月１日 

 至 2018年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 350 418 

減価償却費 822 670 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0 

賞与引当金の増減額（△は減少） △9 6 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △36 8 

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） － 3 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △10 △14 

退職給付費用 23 27 

受取利息及び受取配当金 △47 △52 

支払利息 1 1 

固定資産売却損益（△は益） △2 △0 

固定資産除却損 2 0 

ゴルフ会員権評価損 0 － 

減損損失 0 － 

売上債権の増減額（△は増加） 66 213 

たな卸資産の増減額（△は増加） △59 △144 

仕入債務の増減額（△は減少） △118 81 

その他 △438 △106 

小計 541 1,113 

利息及び配当金の受取額 49 52 

利息の支払額 △1 △1 

賃貸料の受取額 34 34 

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △220 △103 

営業活動によるキャッシュ・フロー 403 1,096 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △2,000 △2,000 

定期預金の払戻による収入 2,000 2,000 

有価証券の取得による支出 △4,000 △4,200 

有価証券の償還による収入 4,900 4,200 

有形固定資産の取得による支出 △402 △414 

有形固定資産の売却による収入 5 0 

無形固定資産の取得による支出 △10 △20 

投資有価証券の取得による支出 △3 △3 

その他 21 △0 

投資活動によるキャッシュ・フロー 511 △439 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 3,000 3,000 

短期借入金の返済による支出 △3,000 △3,000 

自己株式の取得による支出 △0 － 

配当金の支払額 △225 △225 

その他 △2 △2 

財務活動によるキャッシュ・フロー △228 △228 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 687 428 

現金及び現金同等物の期首残高 7,097 8,167 

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,784 8,595 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用） 

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第１四半期連結会計

期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分

に表示しております。 

 

(取締役に対する業績連動型株式報酬制度)

 当社は、2017年６月27日開催の第63回定時株主総会決議に基づき、取締役（社外取締役を除きます。以下同

じ。）を対象とする業績連動型株式報酬制度（以下、「本制度」といいます。）を導入しております。 

 本制度は、当社の業績及び株式価値と取締役の報酬との連動性をより明確にし、取締役が株価上昇によるメリッ

トを享受するのみならず株価下落リスクをも負担し、株価の上昇による利益・リスクを株主の皆様と共有すること

で、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的としております。 

 

(１)取引の概要

 本制度は、当社が金銭を拠出することにより設定する信託（以下「本信託」といいます。）が当社株式を取得

し、業績達成度等一定の基準に応じて当社が各取締役に付与するポイントの数に相当する数の当社株式が本信託

を通じて各取締役に対して交付されるという、業績連動型の株式報酬制度です。なお、取締役が当社株式の交付

を受ける時期は、原則として取締役の退任時です。 

 

(２)信託に残存する自社の株式 

 信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株

式として計上しております。前連結会計年度の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、１億44百万円、117,400

株、当第２四半期連結会計期間の当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、１億44百万円、117,400株でありま

す。 

 

(３)総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  管工機材分野 水処理分野 

各種 

プラスチック 

成形分野 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書計上額 

（注）２ 

売上高            

外部顧客への売上高 9,897 134 782 10,814 － 10,814 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － 127 127 △127 － 

計 9,897 134 909 10,941 △127 10,814 

セグメント利益又は

損失（△） 
365 △95 △48 221 △1 220 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報       （単位：百万円)

  管工機材分野 水処理分野 
各種プラスチック

成形分野
全社・消去 合計 

減損損失 － 0 － － 0

 
Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  管工機材分野 水処理分野 

各種 

プラスチック 

成形分野 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書計上額 

（注）２ 

売上高            

外部顧客への売上高 9,721 247 825 10,794 － 10,794 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
－ － 170 170 △170 － 

計 9,721 247 996 10,965 △170 10,794 

セグメント利益又は

損失（△） 
339 △60 20 298 0 298 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行なっております。
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